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着目した．アセスメントは，ソーシャルワーク実践の鍵，礎石（Parker, & Bradley＝ 2008），
要（中村 1994），中心概念（太田 1995）とされ，アセスメントが有効なら，介入が成功する可能

















































　2012年 3月～ 9月にかけて，経験年数 2～ 3年目の所属の異なる PSW4名を調査協力者とし
た面接のロールプレイを実施した．対象となる PSWについては，経験年数 3年目の精神科病院
PSW，経験年数 2年目の障害福祉サービス事業所 PSW，経験年数 2年目の障害福祉サービス事















Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
調査時年齢 25 24 24 24
PSW経験年数 3年目 2年目 2年目 2年目
所属機関と年数 精神科病院 3年 就労継続支援事業所 2年 ケアホーム 2年 精神科病院 2年
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